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7-1-10 応用物理学 ～人材育成～

教育スケール

2040

理工系人材の発掘・育成 多様性ある人材活用

多様性・流動性
国際性

未来をリードする科学技術

理工系出身者が社会をリード
・政治家、行政官、産業界、司法界などの各界
・科学技術担当者や弁護士、弁理士の増加

文理融合型連携大学院の創設
・複合分野、融合分野の創出
・人材の流動化
・文系分野への理系人材の進出

理工系グローバル人材の増大
・多数の国際的な研究拠点の設立
・リーダー、マネジャーへの若手の登用
・女性研究者の増大（2030年に20％目
標）

産業を見据えたアカデミア
・科学技術主導の新産業創成
・起業を志す若者の増加
・世界標準

トップ・マネージャー
外国の大学の学長
分野のトップの研究者
経営トップ

オピニオン・リーダー
科学コミュニケーター
科学コーディネーター

リーダー
理工系の総理大臣
政策立案者

教育者
大学教授
小中高の先生

起業家
世界規模の理工系起業家
ビジネス管理者
ポスドクの産業参入

研究者
ノーベル賞級の世界的な
研究者

技術者
高度な専門知識を
もつ技能者

働き方の多様性
・午後育休、週育休
・パートタイム管理職

文理混成教育
・総合思考、戦略思考
・全人的教育

男性の意識変革（ワークからライフへ）
・強制力を持った施策

・育児休職
・労働時間の低減

外国人教員の登用
・価値観の多様性

入試改革
・入学定員の流動化
・文理選択の遅延

理科教育の充実
・科学と社会の繋がり
・専科教員の充実
・科学の歴史への貢献
・理工系から見た教科書

大学の多様性活用
・人材のメルティング・ポット
・科目選択の多様性
・文理交流

社会基盤としての理工学

大学

高等

中等

初等

社会人

大学院

理工系への興味と基礎力

応用物理学会 人材育成委員会

（９） 応用物理学の科学・夢ロードマップ ～環境・エネルギー～
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西暦 2010 2020 2030 2040
J-PARC核変換実験施設

着手の判断
▼

７－○－○．総合工学・エネルギーと資源の科学・夢ロードマップ
～加速器駆動システム（ADS）による長寿命放射性廃棄物の核変換技術への挑戦～

実用ADS初号機建設の判断
▼

加速器駆動
核変換
システム
（ADS）

J-PARC核変換
実験施設

実用ADS
初号機

実用プラントに向けた機器開発と設計
（ポンプ、蒸気発生器、崩壊熱除去系、3次元免震 等）

運転 （核破砕ターゲット及び
MA核変換システムの基盤データ蓄積）

検討・技術開発

運転
（MAを含まない燃料を使った100MWt級ADSによる技術実証）

技術開発・設計
実験炉級ADS
（MYRRHA）

日本で実施 ベルギーを中心
とした国際協力

核変換用
MA燃料

核変換用
燃料

サイクル

群分離

基礎基盤的研究（核物理・核データ、炉物理、耐照射・耐食性材料、鉛ビスマス合金技術、加速器信頼性向上、安全性検討 等）

実用燃料
製造プラント

検討・技術開発（遠隔操作、除熱・遮蔽・計量管理 等）
・設計

運転建設

設計・建設

建設

運転

基礎基盤的研究（MA含有燃料の物性データ取得、照射試験、挙動解析コードの開発 等）

MA：Np、Amなどのマイナーアクチノイド

建設

実用燃料
処理プラント

検討・技術開発（遠隔操作、除熱・遮蔽・計量管理 等）
・設計

運転建設

基礎基盤的研究（乾式処理データ取得、小規模リサイクル試験 等）

実用群分離
プラント

検討・技術開発（機器試験 等）
・設計

運転建設

基礎基盤的研究（高性能抽出剤開発、実験室規模試験 等）
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核変換
実用化

7-2 エネルギーと資源
～加速器駆動システム（ADS）による長寿命放射性廃棄物の核変換技術への挑戦～

日本原子力研究開発機構
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日本航空宇宙学会

7-3-1-1 航空宇宙 航空科学技術

日本航空宇宙学会

7-3-1-2 航空宇宙 航空科学技術構想図


